
 

 

 

 

 

2023年度 昭和大学［Ⅰ期］ 
【 講 評 】 

１は４択の文法・語彙問題 15題。レベルは標準。昨今の大学入試ではこのタイプの文法問題が著しく減少している

が、そのような中で 15 題の出題というのは、昭和大学が正確な文法・語彙の知識を重視していることの現れだろう。

ここでは 8 割以上の正答が望ましい。  

２は「死に直面した患者との向き合い方」に関する長文問題。医学部入試では頻出のテーマで比較的読みやすく、

設問のレベルも標準的だが、和訳問題はやや難。the deception, the lie の同格関係と、それに続く関係詞節、同格節の

つながりを見抜くのがポイントである。 

３は「３つの創造性」に関する長文問題。レベルはやや難～難。内容の抽象度が高くやや読みづらい印象を受ける。

３の単語を書く問題では、文法的に考えるものと意味的に考えるものが混在してやや難しい。要旨説明問題は受験生

の論理的思考力を測る良問である。 

 

【 解 答 ・ 解 説 】 

１ 

１. A.  twice the amount of  

「イタリア人は自分たちが思っているよりも 2倍のオリーブオイルを消費している」 

・twice the amount of A「Aの 2倍の量」e.g. twice the number of A「Aの 2倍の数」 

２. C.  more shy  

「私個人としては、エディは社交的でないというよりは内気なんだと思います」 

・more A than B「Bというよりむしろ A」。他者との比較ではなく、ある１つ（1人）について異なる２つの性

質の程度を比較する表現。Aと Bにはそれぞれ形容詞の原級が置かれる。 

３. B.  should 

「万一また戦争が起きたら、誰も生き残らないだろう」 

・If S should do…「万一…したら」を用いた表現で、ifの省略によって shouldが文頭に倒置されている。 

４. C.  will have climbed 

「この 8月にもう一度登ったら、富士山には 5回登ったことになる」 

・〈未来までの経験〉を表す未来完了形。 

５. A.  one 

「そのビスケットはとてもおいしかった。でも、食べ過ぎてしまったかな」 

・one too manyは too muchとほぼ同義で、「食べ過ぎた」「（酒を）飲み過ぎた」という表現の中で用いられる

ことが多い。e.g. I drank one too many.「飲みすぎちゃったな」 

６. D.  catch 

「しばらく会っていないね。集まってお酒を飲みながら近況を語り合おうよ」 

・catch up「近況を伝え合う」 

・overは「…しながら」の意味。e.g. over a cup of coffee 「コーヒーを飲みながら」 
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７. D.  arguments 

「結論を出す前に、すべての主張を考慮に入れるべきだ」 

・argument「主張」 

・take O into consideration「Oを考慮に入れる」 

・progress, information, adviceは不可算名詞なので複数形にはならないため不可。 

８.  C.  hate 

「上司たちがお互いにいがみ合っているのを懸念している」 

・hate O「Oを嫌う」 

・quarrel, yell, shoutには「人」を目的語に取る他動詞の意味・用法はないので不可。 

９.  B.  just 

「このクレジットカードがあれば、思いつくものはほぼ何でも手に入るよ」 

・just about「ほぼ」 

10.  C.  helped 

「私の主治医は、身体的な問題だけでなく心理的な問題に対処するのも助けてくれた」 

・help do 「…するのを助ける」 

11.  C.  encouraged 

「叔母は私が小さいときにバイオリンを始めるように勧めてきた」 

・encourage O to do「Oに…するよう促す」 

・suggest, propose, demandに上記の語法はないので不可。 

12.  C.  a Mozart 

「私の幼い息子は曲を書くのがとても上手なんです。実際のところ、彼はモーツァルトみたいな天才だとすら言

ってしまいます」 

・固有名詞に不定冠詞 a を付け、一般名詞として用いている。a Mozart であれば「モーツァルトのような音楽

の天才」の意味となる。 

13.  A.  see 

「ルークは玄関の外の電気を修理するよう手配してもらうために、アパートの管理人に話をした」 

・see about doing「…するよう取り計らう」の意味。 

・have O done「Ｏを…してもらう」 

14.  C.  you shouldn’t have 

「女性：これはあなたへよ、ロブ」 

「男性：僕にプレゼント？そんなことしなくてよかったのに」 

・should(n’t) have done 「…すべきだった（でなかった）のに」 

15.  C. I’ll say 

「男性：もう今日は終わりにしようか」 

「女性：そのとおりね」 

・I will say.は「そのとおり」と強く同意を示すときに使われる表現。 

・call it a day「1日の仕事を終わりにする」の意味の慣用表現。 

 

２ 

１． 



 

 

（Ⅰ） B. demise 

・demise は「死去」の意味。第 1 段落 1 文で「医学部で多くのことを学んだが、死については学ばなかった」

とあり、空所を含む文は「医学部の目的は生命を救う方法を教えることであって、（Ⅰ）に注意を払う方法ではな

かった」と述べられているため、空所には「死」が入るとわかる。 

（Ⅱ） A. humane 

・humaneは「思いやりのある」の意味。空所を含む文は「それ（死についての議論）は『医師と患者』と呼ば

れている週に 1 度のセミナーで行われ、私たち（医学生）をより成熟し、（Ⅱ）な医師にするための学校の取り

組みの１つだった」という内容から判断する。 

（Ⅲ） A. develop 

・develop a pain「痛みを発症する」 

（Ⅳ）C. character 

・character「特性、品位」 

・後続する文で、「19 世紀のロシアは私たちには無情で原始的に思える」と述べられていることから判断する。 

（Ⅴ） B. compassionately 

・compassionately「哀れみ深く、情け深く」 

・空所を含む文は「そのような状況では私たちは（Ⅴ）に行動する自信がある」という意味。直前の文で「誠実

さと優しさが現代の医師の基本的な責任であることを当然だと考える」と述べられていることから判断する。 

２. 

（ア） on 

・the effect of A on B「Bに対するＡの影響」 

（イ） of 

・a series of A「一連のＡ」 

（ウ） of 

・cure A of B「Ａ（人）のＢ（病気）を治療する」 

（エ） for 

・take O for granted「Ｏを当然のこととみなす」 

（オ） at 

・not at all「まったく…ない」 

３. 「『イワン・イリイチをもっとも苦しめたのは、彼は死ぬことはなく単なる病気であり、安静にして治療を受

ければとても良い結果が出るだろうという、どういうわけか誰もが受け入れていた欺瞞、つまり嘘であった』と

トルストイは記している」 

・名詞節の主語であるWhat tormented Ivan Ilyich と述語動詞の was…の間に、主節に当たる Tolstoy writesが

挿入されている。 

・the deceptionと the lieは同格の関係。 

・that he was not dying…would resultは the deceptionと the lieの内容を説明する同格節。   

４. 4番目: unready 6番目: was 8番目: help 

・to realize how unready I was to help them 

・下線部を含む文は、「私が彼らを助ける準備がいかにできていないかを気づくのに時間はかからなかった」と

言う意味。 

５. D 



 

 

・挿入する文は「私たちを心配させたのは知識だった」と言う意味。Ｄに後続する文で、「同情の仕方は知ってい

るが、適切な診断と治療の方法を知っているかについてはまったく確信がない」と「知識」について言及されて

いることから判断する。 

 

３ 

１. where 

・It was…that~の強調構文が正しい。 

２.  

（Ⅰ） B. purpose 

・end「目的」 

（Ⅱ） A. makes up 

・account for A「Ａ（割合など）を占める」 

（Ⅲ） B. conceive 

・come up with A「Ａを思いつく」 

３. 

（ア）that 

・the unexpected realization の内容を説明する同格節を導く接続詞の that が入る。that の直後に副詞句 by 

knowing…a surfaceが挿入されているのを見抜くのがポイント。 

（イ）liquid 

・空所を含む文は、「それらは、水が（イ）から気体や固体に変化するときのような相変化（=phase change:物

質が温度や圧力などの外部条件に応じてその状態が変化すること）である」という意味である。この文から空

所に「液体」が入ると判断する。 

（ウ）for 

・空所の直後の a startling event, a friend’s suicideが to act…の意味上の主語である。 

（エ）negative 

・空所を含む文は、「平方が（エ）になる数字は存在しないというデータのみをコンピュータに与えていたら、コ

ンピュータはマイナス 1 の平方根という概念は出せなかっただろう」という文から、「負の数」の意味の

negativeだと判断する。第 8段落にある「ある数の平方は正の数（=positive）である」という内容も手掛かり

となる。 

４. B 

・第 5・6段落では combinational creativity「結合的創造性」について説明されている。挿入する文では「ブル

ースを演奏するアルゴリズムと Boulez の音楽を組み合わせれば、新しい世界を作る奇妙な混成曲ができあが

る」と述べられているので、結合的創造性の例の追加だと判断する。 

５. 

（ⅰ） 探求的創造性は既存の概念の境界線を広げていくもの。結合的創造性は全くの異種との結合によって新

しいものを生み出すもの。変型的創造性は常識を打ち破り、既存の概念から全く新しいものを生み出すもの。 

（95字） 

（ⅱ）  

（1） E 



 

 

・第 3段落の最終文で、探索的創造性を有している様々な芸術家を例に挙げている第 3段落の最終文で「実際に

境界線を推し進めたのはクロード・モネだ」と述べられていることから、クロード・モネには探求的創造性があ

ると判断できる。 

（2） N 

・第 3段落で「モーツァルトやベートーヴェンのクラシック音楽の時代の先駆けとなる前に…」でモーツァルト

に言及しているが、ここからモーツァルトが何らかの創造性を有していたか判断はできない。さらに第 10 段落

で「シューマンは、ハイドンやモーツァルトなら完成させたであろうコードを不協和のままにした」と述べられ

ていることからも判断できる。 

（3） N 

・結合的創造性を説明している第 5 段落で、「ポワンカレ予想の最終的な解決は、表面の流れを理解するために

使われるまったく異なる道具を利用することで成し遂げられた」とあるが、ここからポワンカレ自身が結合的創

造性を有しているかの判断はできない。 

（4） C 

・結合的創造性を説明している第 6 段落で、「ザハ・ハディットは建築の知識とロシアの画家カジミール・マレ

ーヴィチの画法への愛着を結合させた」と述べられていることから、ザハ・ハディットには結合的創造性がある

と判断できる。 

（5） T 

・変型的創造性を説明している第 7段落で、「ピカソとキュビズムについて考えてみよう。それは相変化である」

と述べられていることから、ピカソが変型的創造性を有している芸術家の例として挙げられていると判断する。 

（6） N 

・変型的創造性を説明している第 10段落で、「シューマンのような新参者は、意図的に予想を裏切るようなやり

方でキーを変化させた。ハイドンやモーツァルトなら完璧に仕上げたであろうコードを不協和のままにした」と

述べられていることから、ハイドンはむしろ変型的創造性を持たない古い時代の作曲家として挙げられていると

判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


